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１．

地
域
の
概
要
と
研
究
会
設
立
の

経
緯

三
重
県
北
部
の
木
曽
三
川
河
口
に
位

置
す
る
赤
須
賀
地
区
は
、
知
事
許
可
漁

業
で
あ
る
採
貝
漁
業
に
一
〇
二
経
営
体

が
、
し
ら
う
お
船
び
き
網
漁
業
に
四
経

営
体
が
、
ま
た
漁
業
権
漁
業
で
あ
る
黒

の
り
養
殖
業
に
三
経
営
体
が
従
事
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
ハ
マ
グ
リ
、
シ
ジ
ミ
、

ア
サ
リ
を
対
象
と
し
た
採
貝
漁
業
が
盛

ん
な
地
区
で
あ
る
。

当
地
区
で
漁
獲
さ
れ
る
ハ
マ
グ
リ
は

「
桑
名
の
ハ
マ
グ
リ
」
と
し
て
そ
の
名

が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
漁

獲
量
は
干
拓
や
地
盤
沈
下
に
伴
う
干
潟

の
消
失
、
漁
場
環
境
の
悪
化
に
よ
り
昭

和
五
十
年
代
に
入
る
と
急
激
に
減
少
し

た
。
こ
の
よ
う
な
ハ
マ
グ
リ
資
源
の
減

少
に
伴
い
、
地
元
漁
業
者
の
間
で
ハ
マ

グ
リ
資
源
の
増
殖
、
生
産
対
策
が
強
く

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

当
時
、
ハ
マ
グ
リ
資
源
の
増
殖
手
段

の
一
つ
で
あ
る
種
苗
生
産
に
つ
い
て
漁

協
自
ら
に
よ
る
取
り
組
み
は
全
国
的
に

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
赤
須
賀
漁
業
協
同

組
合
が
昭
和
五
十
一
年
か
ら
開
始
し
た

ハ
マ
グ
リ
資
源
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
を
契
機
と
し
て
、
種
苗
生
産

技
術
の
開
発
及
び
そ
の
実
用
化
を
図
る

べ
く
漁
協
の
下
部
組
織
と
し
て
昭
和
五

十
二
年
七
月
二
十
六
日
に
当
漁
協
の
青

壮
年
漁
業
者
ら
に
よ
っ
て
当
研
究
会
が

設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
会
長
以
下
二
〇

名
の
研
究
会
員
が
栽
培
漁
業
、
資
源
管

理
、
環
境
保
全
等
の
推
進
お
よ
び
そ
の

普
及
啓
発
に
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

２．

活
動
の
内
容

（1）

種
苗
生
産

昭
和
五
十
一
、
五
十
二
年
は
技
術
開

発
を
他
の
研
究
機
関
に
委
託
し
、
生
産

さ
れ
た
種
苗
を
放
流
し
た
が
、
昭
和
五

十
三
年
以
降
、
当
研
究
会
自
ら
ハ
マ
グ

リ
の
種
苗
生
産
を
開
始
し
て
い
る
。
平

成
二
年
か
ら
は
専
用
施
設
と
し
て
整
備

さ
れ
た
赤
須
賀
漁
協
ハ
マ
グ
リ
種
苗
生

産
施
設
に
お
い
て
実
用
化
レ
ベ
ル
で
の

種
苗
生
産
を
開
始
し
、
種
苗
生
産
技
術

の
研
究
、
技
術
習
得
の
努
力
を
積
み
重

ね
、
平
成
十
八
年
に
は
一
七
〇
万
個
、

平
成
十
九
年
に
は
一
三
〇
万
個
の
種
苗

を
生
産
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
生

産
さ
れ
た
種
苗
は
お
よ
そ
五
ヶ
月
間
の

飼
育
期
間
を
経
て
放
流
さ
れ
る
。

（2）

種
苗
放
流

施
設
に
て
生
産
さ
れ
た
ハ
マ
グ
リ
種

苗
は
、
そ
の
全
て
が
木
曽
三
川
河
口
に

位
置
す
る
人
工
干
潟
に
放
流
さ
れ
て
い

る
。
種
苗
放
流
は
栽
培
漁
業
の
必
要
性

の
普
及
啓
発
・
次
世
代
へ
の
教
育
活
動

の
一
環
と
し
て
、
研
究
会
会
員
が
船
を

出
し
て
地
元
小
学
生
（
五
年
生
）
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

活動の対象となる主な海域

ハマグリ幼生と稚貝
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（3）

保
護
管
理

種
苗
放
流
区
域
は
稚
貝
育
成
の
た
め

一
年
間
禁
漁
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

解
禁
後
は
出
漁
可
能
と
な
る
が
、
出
漁

日
数
は
週
三
日
間
の
制
限
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
漁
獲
サ
イ
ズ
は
殻
長

三
〇
ミ
リ
以
上
、
一
日
あ
た
り
の
漁
獲

量
は
三
〇
キ
ロ
ま
で
に
制
限
さ
れ
、
さ

ら
に
操
業
時
間
は
日
の
出
か
ら
午
前
十

一
時
ま
で
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（4）

効
果
の
検
証

年
に
一
回
、
放
流
場
所
に
お
い
て
放

流
個
体
の
成
長
追
跡
及
び
生
残
状
況
の

把
握
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
加
え
て

県
水
産
研
究
所
・
普
及
指
導
員
と
共
同

で
周
辺
海
域
の
調
査
（
環
境
・
再
生
産

加
入
状
況
・
資
源
密
度
・
成
長
な
ど
）

を
実
施
し
て
い
る
。

（5）

普
及
啓
発

栽
培
漁
業
の
必
要
性
の
周
知
活
動
の

一
環
と
し
て
、
研
究
会
会
員
に
よ
る
小

学
校
で
の
出
前
講
義
の
実
施
（
年
二
回

程
度
）、
種
苗
生
産
施
設
へ
の
小
学
生

の
見
学
の
受
け
入
れ
等
の
活
動
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
局
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
対

応
を
通
じ
た
栽
培
漁
業
の
周
知
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

３．

栽
培
漁
業
へ
の
功
績

（1）

ハ
マ
グ
リ
資
源
に
も
た
ら
し
た
効

果当
地
区
の
ハ
マ
グ
リ
漁
獲
量
は
平
成

七
年
に
は
最
盛
期
で
あ
る
昭
和
四
十
六

年
の
お
よ
そ
三
千
分
の
一
と
な
る
〇
・

八
ト
ン
ま
で
減
少
し
た
が
、
厳
し
い
資

源
管
理
に
加
え
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら

三
十
年
間
に
わ
た
る
種
苗
生
産
及
び
種

苗
放
流
を
継
続
し
て
き
た
結
果
、
平
成

十
九
年
の
ハ
マ
グ
リ
漁
獲
量
は
平
成
七

年
の
お
よ
そ
一
二
〇
倍
と
な
る
九
五
ト

ン
に
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
水
産
研
究
所
が
木
曽
三
川

河
口
干
潟
周
辺
で
平
成
二
十
年
三
月
に

実
施
し
た
ハ
マ
グ
リ
資
源
量
調
査
で

は
、
か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か

っ
た
天
然
稚
貝
が
、
多
い
と
こ
ろ
で
は

揖
斐
長
良
川
河
口
で
一
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
四
五
〇
個
、
木
曽
川
河
口
で
一

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
六
七
〇
個
確
認

さ
れ
、
種
苗
放
流
に
よ
る
継
続
し
た
資

源
添
加
が
再
生
産
構
造
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（2）

漁
業
経
営
に
も
た
ら
し
た
効
果

漁
業
者
が
危
機
感
を
持
ち
、
地
先
資

源
の
回
復
手
法
と
し
て
種
苗
生
産
に
自

ら
取
り
組
み
始
め
、
視
察
を
行
う
な
ど

情
報
収
集
に
努
め
る
ほ
か
、
長
年
種
苗

生
産
技
術
の
研
究
を
積
み
重
ね
、
試
行

錯
誤
の
末
に
安
定
し
た
種
苗
生
産
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
平
成
七
年
ま
で
減
少
し
て
い
た
ハ

マ
グ
リ
漁
獲
量
は
回
復
傾
向
を
示
し
、

水
揚
げ
金
額
も
平
成
七
年
の
一
七
一
万

円
か
ら
平
成
十
九
年
に
は
八
、
九
〇
〇

万
円
に
増
加
し
て
い
る
。

（3）

波
及
効
果
（
近
隣
地
域
へ
の
展
示

効
果
）

種
苗
放
流
の
継
続
に
よ
る
ハ
マ
グ
リ

資
源
の
回
復
は
、
桑
名
ハ
マ
グ
リ
ブ
ラ

ン
ド
の
復
活
と
し
て
テ
レ
ビ
局
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
情
報
は
食
の
安
全

安
心
を
求
め
る
消
費
者
に
注
目
さ
れ
、

桑
名
市
を
訪
れ
る
観
光
客
数
の
増
加
に

も
一
役
か
っ
て
い
る
。

ま
た
、
漁
業
者
自
ら
が
種
苗
生
産
お

よ
び
種
苗
放
流
の
取
り
組
み
を
始
め
、

継
続
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
当
地
区

の
ハ
マ
グ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
漁
獲
資

源
へ
の
資
源
管
理
の
意
識
は
県
内
の
他

地
区
に
比
べ
て
高
く
、
そ
の
取
り
組
み

も
積
極
的
で
あ
る
。
当
研
究
会
は
そ
の

活
動
実
績
を
県
漁
村
青
壮
年
婦
人
活
動

実
績
発
表
大
会
等
で
幾
度
と
な
く
発
表

し
て
お
り
、
県
内
他
地
区
へ
の
波
及
効

果
も
高
い
。
さ
ら
に
、
漁
協
が
ハ
マ
グ

リ
の
種
苗
生
産
施
設
を
整
備
し
、
漁
協

の
研
究
会
が
自
ら
取
り
組
む
栽
培
漁
業

に
対
し
て
、
他
県
の
漁
協
等
か
ら
の
視

察
も
多
く
、
全
国
的
な
波
及
効
果
も
高

い
。

種苗放流の様子

桑名のハマグリ


